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1899 年 3 月 22 日に日本から退去せざるを得なくなった1。 




































































1898 年 12 月 23 日（光緒 24 年 11 月 11 日）に横浜で発刊され、旬刊誌と













































































































































































































存在感を示している。例えば、光緒 25（1899）年 10 月 10 日横浜華僑の総
理衙門に対する通電40をはじめ、神戸・香港・カナダ・サンフランシスコ・
南アフリカ・東南アジア各地の華僑は続々とそれに呼応するかたちで、光緒














































































































































































25（1899）年 8 月 13 日、横浜で挙行された彼らの殉難を追悼する「六烈士




























































聞に掲載された康有為派と対立する商人の投書によれば、8 月 4 日の発足か
ら間もなく、横浜華商会議所の役員選挙をめぐって、康有為と同じ出身の広
東幇と福建の三江幇との間に軋轢が生じたが、最終的に孫文と犬養毅の調停














3 「游域多利、温哥華二埠記」『清議報』第 15 号、光緒 25 年 4 月 11 日、「康
南海在鳥喴士晩士咑埠演説」『清議報』第 17 号、光緒 25 年 5 月 1 日。 
4 康有為に対するイギリス政府の態度と応対については、李海蓉「英国政府













版社、2007 年）、144～155 頁。 
8 保皇会の改組について、永井前掲論文、王大文「康有為改組「保皇会」前





欽・蔡恵尭「評康有為的商務活動」（『広東社会学』1997 年第 2 期）、蔡恵尭
「試論保皇会失敗的内部原因」（『近代史研究』1998 年第 2 期）、蔡恵尭「康
有為、譚張孝与瓊彩楼」（『歴史档案』2000 年第 2 期）などが挙げられる。人
物を中心とする研究としては、郭世佑「梁啓超庚子滞留檀香山之謎」（『浙江
学刊』2002 年第 2 期）、蔡少卿「梁啓超訪問澳洲述論」（『江蘇社会科学』2018
年第 2 期）などが挙げられる。 
10 例えば湯志鈞「論康有為与保皇会」（『近代史研究』1981 年第 3 期）、同
「康有為的海外活動和保皇会前期評価」（『歴史研究』1994 年第 2 期）、任貴
祥「論華僑与保皇会」（『華僑華人歴史研究』1996 年第４期）、同『中華民国
専題史華僑巻』（南京大学出版社、2015 年）13～57 頁、秦素菡「美国華僑対
保皇会的支持与貢献」（『華僑華人歴史研究』2009 年第 3 期）、同「保皇派在
美國華僑社會的主要活動述評」（『広東社会学』2009 年第 5 期）、庄国土「論
清代華僑与海外保皇派」（『八桂僑刊』2012 年第 2 期）などが挙げられる。 
11 任貴祥『華僑与中國民族民主革命』（中央編訳出版社、2004 年）、34 頁。 
12 例えば、改良派が押し付ける孔子崇拝は横浜華僑社会に分断の危機を招く
ことになった。藤谷浩悦「横浜大同学校と孔教―戊戌変法の与えた波紋を中


















2015 年第 2 期）、同「澳洲保皇会創立探源―以『東華新報』及澳洲保皇会原



















緒 25 年 4 月 21 日）から見れば、それは自明なことであろう。平塚順良「ベ
トナム漢喃研究院図書館所蔵の『日本維新列家慷慨詩』および福田英子「致














20 馮自由『中華民国開国前革命史』（良友印刷公司、1928 年）、41 頁。大同
学校の成立について、改良派と革命の間で見解が異なっている。藤谷前掲論
文を参照されたい。 
21 馮自由「横浜『清議報』」（『革命逸史』上、新星出版社、2009 年）、56 頁。 





24 引用文の中において、〔 〕内は筆者による補記、……は省略を示す。 
25 「殖民雑俎」、『清議報』第 34 号、光緒 26 年 1 月 1 日。 
26 「巴東招工苦況述聞」、『清議報』第 34 号、光緒 26 年 1 月 1 日。 
27 「哭告華人」、『清議報』第 16 号、光緒 25 年 4 月 21 日。 
28 「檀香山華人被虐惨状記」、『清議報』第 36 号、光緒 26 年 1 月 21 日。 
29 「戒鴉片煙会倡始人名」、『知新報』第 51 号、光緒 24 年閏 3 月 11 日。 
30 徐勤「戒鴉片煙会序」、『知新報』第 52 号、光緒 24 年閏 3 月 21 日。 
31 「檀香山戒鴉片煙分会告白」、『清議報』第 9 号、光緒 25 年 2 月 11 日、
第 10 号光緒 25 年 2 月 21 日 
32 「仰光英華蔵書楼小啓」、『清議報』第 45 号、光緒 26 年 4 月 21 日。 
33 「仰光英華蔵書楼小啓」、『天南新報』第 560 号、光緒 26 年 3 月 27 日。
注 32 は李竹痴というミャンマー華僑が投稿したものであり、『天南新報』の
文章の前半である。 
34 「仰光英華蔵書楼分科」、『天南新報』第 561 号、光緒 26 年 3 月 28 日。 
35 「敬教勧学」、『清議報』第 34 号、光緒 26 年 1 月 1 日。 
36 陳忠平前掲論文。 
37 「巾幗尊皇」、『清議報』第 58 号、光緒 26 年 5 月 21 日。 
38 中華会館は相互扶助と対外交渉を目的とする代表的な華僑組織である。ア
メリカ中華会館の設立の経緯と機能について、劉伯驥『美国華僑史』（黎明文
化事業股份公司、1982 年、166～211 頁）を参照されたい。 





41 「海外輸忠」、『清議報』第 34 号、光緒 26 年 1 月 1 日。 




43 「再紀京外官民公憤」、『清議報』第 37 号、光緒 26 年 2 月 1 日。 
44 「合美属保皇会僑民三万三千人上粤督李鴻章書」、『清議報』第 46 号、光
緒 26 年 5 月 1 日。 
45 「檀香山闔埠保皇会総理黄亮鐘木賢等上粤督陶制軍書」、『清議報』第 87・







47 「檀埠佳音」、『清議報』第 60 号、光緒 26 年閏 8 月 21 日。 
48 「本館第一百冊祝辞並論報館之責任及本館之経歴」、『清議報』第 100 号、
光緒 27 年 11 月 11 日。 
49 「万壽慶辰乞許士民慶祝併刊貼新政詔書嘉恵士農工商折」（『康有為全集』





海書店出版社、2007 年、528～562 頁）などを参照されたい。 
51 「皇上萬壽聖誕恭記」、『清議報』第 24 号、光緒 25 年 7 月 11 日。 
52 「雪蘭哦恭祝万寿記」、『清議報』第 56 号、光緒 26 年 8 月 11 日。 
53 「日本変政考巻五」（前掲『康有為全集』第四集）、62 頁。 
54 「 大吡叻祝寿余談」、『清議報』第 56 号、光緒 26 年 8 月 11 日。 
55 「祝嘏慶会」、『清議報』第 57 号、光緒 26 年 8 月 21 日。 




58 「記横浜崇祭孔子聖誕」、『清議報』第 29 号、光緒 25 年 9 月 1 日。 
59 「 記吉隆華商倡祀孔子聖誕」、『清議報』第 31 号、光緒 25 年 9 月 21 日。 
60 前掲「勧各地立祀孔子会啓」。 
61 「 望加錫中華学堂恭祝聖誕盛儀」、『清議報』第 62 号、光緒 26 年 9 月 1
日。 







（岩波書店、2003 年）、159～168 頁を参照されたい。 
64 小野寺史郎『国旗・国家・国慶―ナショナリズムとシンボルの中国近代史』














67 カナダのビクトリア華僑は譚良に宛てた書簡で、光緒 26 年（政変からの
三周年目）8 月 23 日の参加者が 300 人以上いると述べた（方志欽・蔡恵尭
前掲書、302 頁）。なお、改良派の烈士追悼は 1907 年の保皇会改組後にも新
たな組織の章程において確認されている（「行慶改会簡要章程」、『民報』第 13
号、1907 年 5 月 5 日）。 
68 陳忠平「維多利亜、温哥華与海内外華人的改良和革命（1899－1911）」、
『社会科学戦線』2017 年第 11 期。 
69 森紀子『転換期における中国儒教運動』（京都大学学術出版会、2005 年）、
177～183 頁。 
70 「続商会議」、『清議報』第 12 号、光緒 25 年 3 月 11 日。 
71 「論北洋大臣電請領事協拏康有為事」、『清議報』第 10 号、光緒 25 年 2 月
21 日、「記檀香山領事楊蔚彬受嚇」、『清議報』第 55 号、光緒 26 年 8 月 11
日など。 
72 「議事草約」、『東華新報』、1899 年 11 月 15 日。 
73 伊藤前掲書、367～368 頁。 
74 「信稿照録」、『東華新報』、1899 年 9 月 20 日。 
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